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患
者
に
寄
り
添
う　
Ｓ
Ｔ
の
緊
張
感

木
原　

良　
さ
ん

国
際
医
療
福
祉
大
学　
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

　
　
　
　

言
語
聴
覚
学
科　

3
年

カラフルな講義室を見渡す言語聴覚学科フロア（右上）と
「ざわめきが好き」という食堂で後輩学生と語らう木原さん


